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「
権
利
」

と

「

rmwr」

と
い
う
一
一
一
豆
栗
に
つ
い
て

{法ぴ〉クレオ ル〉と主体的法形成の柿究へのアプロ ヂ(， ) 

問
題

ク
レ
オ
ー
ル
に
つ
い
て
の
問
題
関
心
と
ク
レ
オ

I
ル
と
い
う
一
芹
柴
の
合

意
は
、
行
語
学
で
一
議
諭
き
れ
て
き
た
原
義
か
ら
広
が
り
、
か
っ
進
化
し
、

吾
川
語
学
の
純
岡
を
二
、
え
て
、
異
主
化
と
の
遭
遇
、
衝
突
、
混
話
、
溶
解
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
あ
る
観
占
か
ら
析
す
学
問
的
ウ
場
と
な
っ
て
い
る
の
そ

れ
は
単
な
る
士
化
変
界

R
E
-
E
E
Eロ
と
か
拡
散

E
司

5
5
5乞
超
え
た

も
の
で
あ
る
c

し
か
し
、
法
は
、
青
葉
や
文
章
の
解
釈
の
問
題
と
し
て
言
需
の
問
題
と

共
通
性
を
持
ワ
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
法
は
言
語
と
同
じ
く
、
他
者
と
の
問

r
H古川枇を
H
ハ
布
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
あ
る
種
の
言
語
ゲ

1
ム
的

な
一
百
一
刊
行
為
が
重
要
な
昼
休
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
ぜ
は
で
、
ク
レ
オ

l
ル
の
行
語
学
的
な
合
H
E

に

vy勺
返
っ
て
、
法
体
系

松

キナ

良

之

に
お
け
る
新
た
な
一
百
棄
の
意
味
づ
け
ζ

概
念
化
に
つ
い
て
考
也
市
す
る
こ
と

も
無
意
味
で
は
な
い
と
早
つ
。
つ
ま
り
、
多
く
の
法
律
用
語
は
、
法
の
継

乏
に
伴
、
つ
全
〈
析
し
い
霊
長
で
あ
っ
た
り
、
言
葉
と
し
て
は
新
し
く
は
な

い
が
、
継
受
し
た
向
洋
法
に
よ
っ
て
新
し
い
自
は
が
付
与
さ
れ
る

n

そ
の

よ
う
な
百
葉
に
、
人
々
が
ど
の
よ
う
な
志
昧
づ
け
を
ヲ
え
、
ど
の
よ
う
に

概
念
化
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
ク
レ
オ

I
ル
の
矧
白
か
ら
も
意

味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
、
っ

「
権
利
」
と
い
う
こ
と
ば

本
研
究
ノ

1
ト
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
す
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
法
律
川
凶
の
典
型
例
と
し
て
、
人
々
が
言
葉
と
し
て
は
よ
く
知
っ
て

い
る
「
権
利
」
を
取
り
上
げ
た
、

北法58(3. 2i 1) 133i 



叶究ノ ト

も
ち
ろ
ん
、
法
意
識
研
究
、
権
利
意
識
研
究
ト
と
し
て
は
、
「
権
利
」
ー
と

い、つ一
μ
棄
に
対
す
る
反
i
h
u

と
か
そ
の
概
念
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
調
べ
る
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い

3

あ
る
文
化
が
、
あ
る
百
哀
を
知
ら
な
い
か
ら
そ
れ

に
対
応
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
の
は
、
百
点
り
で
あ
り
、
「
権
利
」
ー
と
い

う
百
葉
を
他
わ
な
く
て
も
、
そ
れ
と
等
価
な
も
の
が
何
か
あ
り
う
る
か
も

ν

れ
な
い

η

し
か
し
、
こ
の
州
究
ノ

l
ト
で
は
、
で
述
べ
た
よ
う
に
、

「
権
利
」
と
い
う
一
呈
栄
の
意
味
づ
け
と
そ
の
概
念
化
を
問
題
と
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
二
日
葉
へ
の
以
応
を
調
べ
る
と
い
う
研
究
方
法
に
こ
そ
回
は
が

あ
る
こ
と
に
な
る
さ
ら
に
、
人
々
が
「
権
利
」
と
い
う
言
葉
を
ど
の
よ

う
に
概
念
化
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
リ
止
の
素
朴
理
論
(
七
心
午
代

以
降
発
達
心
理
学
の
領
域
で
盛
ん
に
な
っ
た
考
え
ん
で
、
素
人
な
り
の
体

系
だ
っ
た
抑
制
貯
の
こ
と
を
指
す

η

法
の
素
朴
用
論
が
規
範
刊
を
帯
び
れ
ば

パ
川
け
る
法
類
似
の
存
ん
什
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
法
の
ク
レ
オ

l
ル

論
と
も
結
び
ワ
く
で
あ
ろ
う
)
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
も
平
安
で
あ
ろ

つ
以
下
、
こ
こ
で
の
分
析
の
，
刷
犯
と
し
て
日
本
と
ヨ
!
日

y
パ
に
お
け
る
、

「
権
利
」
と
い
う
一
百
葉
に
つ
い
て
簡
単
に
ス
ケ

y
ヂ
し
て
お
こ
う
。

「
権
利
」
(
コ
ち
了
間
2
F
F
L
Z
切
な
ど
)
!
と
い
う
百
柴
は
、
歴
史
的
変
逃

を
見
て
も
学
問
的
に
も
、
日
本
で
も
ヨ
!
日

y
パ
凶
系
の
言
需
で
も
僚
妙

な
行
葉
で
あ
っ
た
c

円
本
語
の
「
権
利
」
と
い
う
行
士
官
は
、

戸
角
口
同
]
〈

巧
F
2
5
の

『万
国
公
法
'
の
中
国
山
沢
(
一
八
六
凶
年
、
古
救
師
JF1

7
-
E
ロ
コ
訳
)
に
起
源
を
持
ワ
と
さ
れ
る

F

野
困
、
一
九
七
九
阿
)
c

そ

し
て
、
そ
の
一
は
葉
を
日
本
で
初
め
て
崩
い
た
の
は
、
津
田
真
一
郎
で
あ
り
、

こ
れ
は
よ
記

『万
円
公
法
』
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

7
-

い
る
(
野
同
、
一
九
七
九
・
一
一
心
)
c

し
か
し
、
明
治
的
初
期
に
お
い
て
は
、

権
却
と
も
左
手
叫
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
利
詐
ギ
義
、
と
道
理
義
の
微
妙

な
語
感
か
ら
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
代
の
μ
7
Y
告
が
認
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
(
野
田
一
九
七
九
二
ハ
一

C
c
な
お
、
穂
積
、
一
九
四
七
一

七
一
じ
阿
も
参
間
口
。

ま
た
、
権
利
に
相
当
す
る
言
葉
は
ヨ

l
ロ
y
パ
山
系
の
言
葉
で
も
僚
妙

な
言
葉
で
あ
一
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ラ
テ
ン
語
の

-
5
が
、
古
代
中
世
を
通

じ
て
、

-
4
し
さ
、
ふ
さ
わ
し
さ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
来
た
の
が
、

ItiJと58(3・2i2)13汲3

凶

世
紀
頃
か
ら
今
刊
の
よ
う
な
主
観
的
な
玄
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
一
九
川
紀
に
は
円
五
空
な
と
の
需
は
、
白
己
の
利
益
を

主
張
し
う
る
法
的
な
能
力
、
と
い
う
E
昧
に
僻
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

一
川
一
七
)
。

す
る
に
と
ど
め
よ
う
(
町
出
、

一
九
七

一

z
p
片
と
権
利

本
研
究
ノ

l
ト
で
は
、
日
本
に
加
え
て
、
北
蚊
の
た
め
に
イ
ン

1
不
ン
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ア
を
取
り
い
上
げ
た
(
イ
シ
ド
、
不
ン
ア
で
は
権
利
の
こ
と
を
『
与
と
い
う
)υ

そ
の
埋
白
は
、
第
一
に
、
日
本
で
は
「
住
利
一
は
明
治
則
に
つ
く
ら
れ
た

全
く
の
造
語
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
で
は
、

J
Z
F
」
は
丙
欧
円
以
導

入
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
汁
柴
で
あ
る
と
い
う
点
、
引
に
、
円
本
で

は
、
明
治
期
に
法
則
編
纂
に
よ
っ
て
ヨ
ロ
y
パ
起
源
の
法
に
聞
き
県

わ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
囚
有
法

F
E
C
と
示
ふ
干
回
オ
ラ
ン
ダ

法
の
二
元
体
制
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
は
大
き

く
異
な
る
の
で
あ
り
、
そ
、
つ
い
、
っ

E
昧
で
、
権
利
と

E
K
に
対
す
る
人
々

の
観
念
会
一
比
較
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

お
こ以
う1_1-1

イ
ン

ト
不
ン

ノ
グ〉

法
ン

ス
ブー

/、

と
コA

" ~ 

〆コ
し、

て
概
観
し
て

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
は
山
王
阿
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
法
を
取
り
入
れ
た
が
、
契

約、

1
地
所
有
、
相
続
な
ど
に
つ
い
と
は
凶
布
法
(
三
五
法
、
法
的
性

倍
を
持
つ
慣
百
、
オ
ラ
ン
ダ
は
全
阿
を
一
九
の
地
域
に
分
け
、
先
住
民
に

適
用
す
べ
き
法
と
し
た
)
が
適
川
さ
れ
、
川
帆
A
t
法
と
川
有
法
豆
一
川
体
制

で
あ
っ
た
n

島
田
(
一
つ
つ
一
凶
一
一
八
一
二
)
に
従
っ
て
敷
桁
す
る
と
、
オ

ラ
ン
ダ
は
、
情
民
地
作
民
を
「
人
極
集
団
」
に
分
額
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
っ
た
法
休
系
を
適
用
し
た
。
従
っ
て
、
契
約
、
地
所
有
、
相
続
な
ど

に
お
い
て
異
な
っ
た
規
則
に
服
し
、
ま
た
、
異
な
っ
た
裁
判
一
川
制
度
の
も

と
に
あ
っ
た
ヨ

l
口
y

パ
人
は
、
オ
ラ
ン
ダ
本
凶
訟
に
原
則
と
し
て
準

拠
す
る
植
民
地
法
の
適
附
を
受
け
た
。
他
方
、
先
住
民
は
弁
稀
族
の
旦
与

法
勺
ィ
ー
ス
ラ
ム
法
を
入
門
も
)
に
服
す
る
と
さ
れ
た
わ
主
己
訟
の
適
用
に
際

し
、
オ
ラ
ン
ダ
は
楠
民
地
什
会
調
査
の
成
果
を
恨
拠
に
、
植
民
地
を
九

の
王
-E
法
地
域
に
区
分
け
し
た
の
す
な
わ
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
は
定
義
卜
冊
数

に
存
在
す
る
か
什
地
の
包
巳
法
り
っ
ち
一
ー
ん
の
み
を
ふ
認
し
、
法
と
し
て
迎

崩
)
た
の
で
あ
る
そ
〕
て
引
存
に
至
る
ま
で
、
ヨ
口
ソ
パ
法
と
請
ア

ダ
ソ
ト
法
の
併
存
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
属
人
的
適
川
は
存
続
し
て
い
る
の

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
、
子
ン
ア
で
は
権
利
は

E
K
と一
U
、つ、

イ
ン
ド
不
ン
ア
話
の
辞
典
と
し
て
は
、
向
。
F
己均
P
E
M
E
E
t
-
〉
(
主
主
)
、

谷
口
(
編
)
(
一
九
八
三
末
、
ー
水
(
一
九
九
二
、
よ
永
他
(
編
)
(
九

仁
七
)
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
安
閉
山
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
注
意

す
べ
き
こ
と
は
、

E
r
が
、
権
利
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、
真
実
と
か

什
し
さ
と
い
う
肱
味
も
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
静
典
の
説

明
に
も
あ
る
よ
う
に

Z
R
は
ア
ラ
ビ
ア
語
起
源
の
乙
葉
で
あ
る
が
、
フ
C

-3~ 

の
点
を
小
林
(
一
九
九
一
)
に
よ
り
つ
つ
説
明
し
よ
う
c

こ
の
地
域
の
イ

ス
ラ
ム
化
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
阿
際
商
業
ネ

y
J
ワ
I
ク
に
来
っ
た
ス

I

フ
ィ
教
団
の
活
動
と
関
係
が
あ
り
、
一
一
、
今
川
紀
頃
か
ら
活
発
に

な
っ
た
と
ニ
川
わ
れ
る
(
小
林
、
九
九
一
・
九
六
九
七
)
っ
こ
の
地
域

へ
の
ア
ラ
ビ
ア
請
の
流
入
は
、
オ
リ
ン
ナ
ル
な
ア
ラ
ビ
ア
請
か
ら
置
接
借

刷
さ
れ
る
ル
l
ト
の
他
に
、
ベ
ル
ン
ぃ
需
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ア
ラ

北法S8(3.2n)1339
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ピ
ア
訴
が
間
接
的
に
流
入
し
た
可
能
引
も
あ
る
と
さ
れ
る

九
一
一
九
じ
て
い

(
イ
村

そ
し
て
、
ジ
ャ
ワ
訴
に
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
母
休
と
な
ワ
た
マ
レ

l

山
に
も
多
く
の
ア
ラ
ビ
ア
訴
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
訴
の
中
の
ア
ラ
ビ
ア
語
借
川
山
は
一
、
七
ア
1
0語
以
上
に
の
ぼ
り
、

イ
ン
ド
ネ
、
ン
ア
話
に
占
め
る
削
合
は
一
割
近
〈
に
な
る
と
さ
れ
る
(
小
林
、

一
九
九
三
一
口
一
)
。
多
〈
の
学
問
肘
話
公
教
用
刊
な
ど
と
と
も
に
法

問
連
の
肘
話
も
、
イ
ン
ド
不
シ
ア
品
(
マ
レ

1
4
5
、
、
ン
ベ
ワ
訴
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
ア
ラ
ビ
ア
訴
起
源
の
言
葉
な
の
で
あ
る
(
小
林
、
一
九
九

一今一・

0
同
以
「
の
表
2
、
日
、

4
参
照
)
。
そ
し
て
、

rrに
加
え
て
、

(
法
)
、
(
慣
習
)
な
ど
も
ア
ラ
ビ
ア
訊
起
治
的
行
革
な
の

にf
戸

W 
戸
国

ご
あ
る
。

戸
内
同
町
戸
門

本
研
究
ノ

I
ト
と
の
関
連
で
屯
要
な
白
川
を
述
べ
る
と
以
「
の
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
必
ア
ラ
ビ
ア
品
か
ら
の
外
来
語
は
イ
ス
ラ
ム
を
説
明
す
る

た
め
の
特
殊
な
言
葉
も
あ
る
が
、
大
半
は
首
遍
的
な
概
念
を
伝
、
え
る
一
は
禁

で
あ
る
こ
と
(
小
林
、
一
九
九
一
一
一
一
二
、
ヤ
ワ
社
公
す
め
る

い
は
イ
ン
ド
ネ
、
ン
ア
社
会
)
に
深
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
一
打
葉
で
あ
る
こ
と

す
で
の
点
、
日
本
語
の
場
合
の
、
泣
代
に
な
っ
て
か
ら
の
造
語
で
あ
る
権

利
と
は
太
き
く
異
な
る
)
、
一
ヨ
そ
れ
ら
の
ア
ラ
ビ
ア
語
は
ン
ヤ
ワ
語
や
イ

ン
1
不
ン
ア
品
の
校
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
(
小
林
、
九
九
一
一

カL

二
で
あ
る
。

四

調
査
に
つ
い
て

以
卜
の
前
提
の
も
と
で
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
の
、
「
権
利
一
、

J
P」
と
い
、
つ
百
葉
に
対
す
る
以
応
を
比
較
〕
た
。

(

二

デ

l
タ
ソ

l
ス

デ
ー
タ
ィ
ノ

1
ス
は
、
別
途
、
松
村
が
古
汀
告
と
し
て
行
っ
た
、
円
本
人
宅

凶
の
成
人
を
サ
ン
プ
ル
と
す
る
法
意
識
に
つ
い
て
の
質
問
票
前
ι
主
で
あ
る

(
注
川
町
参
出
、
)
。
実
査
は
一
り
つ
れ
年
一
、
一
今
川
に
行
わ
れ
た
。
調
咋
は

白
記
式
留
め
置
き
法
と
し
て
行
わ
れ
た
が
嗣
十
九
日
哀
の
一
部
分
と
し
て
、
「
権

利
」
と
い
う
一
凶
棄
に
対
す
る
反
泌
を
測
定
す
る
た
め
の
質
問
頃
日
(
「
権
利
」

と
い
う
百
葉
を
含
む
丈
草
に
対
し
、
そ
の
同
感
の
程
山
置
を
l

ハ
件
尺
度
で
込
円

、
え
さ
せ
る
)
が
置
か
れ
て
い
る
(
な
お
、
こ
の
法
意
識
調
査
に
つ
い
て
は
、

松
村
他
、
一

0
0
六
a
、
b
参
間
口
、

(
ご
質
問
項
目
の
選
択

調
否
崇
に
採
用
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
設
問
項

H
は
以
下
の
よ
う
に
し
と
選

ば
れ
た
c

ItiJと58(3・2i4)1340 



小
川
一
松
村
の
泊
料
の
履
修
学
ぺ
に
権
利
と
い
、
つ
百
棄
を
ん
門
む
同
文
を

作
ら
せ
る
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
「
梓
利
一
と
い
う
一
U
告
を
含

む
同
心
か
ら
五

O
の
文
章
を
収
生
し
た

{法ぴ〉クレオ ル〉と主体的法形成の柿究へのアプロ ヂ(， ) 

卜
コ
中
J

人
章
へ
の
同
感
の
科
医
を
尋
ね
る
設
問
(
強
く
そ
う
臣
、
っ

か
ら
全
く
そ
う
は
恩
わ
な
い
ま
で
の
六
件
尺
嵯
)
が
拘
紋
き
れ
た

嗣
存
出
を
学
刊
を
被
験
者
と
し
て
(
あ
一
で
述
べ
た
学
生
と
は
川
県
ハ
な

る
)
配
布
、
凶
収
し
て
分
析
す
る
と
い
う
作
業
を
、
逐
次
的
に
(
設

問
を
入
れ
替
え
、
絞
り
こ
み
、
修
市
し
な
が
ら
)
繰
り
返
し
た
c

安
正
し
た
因
子
栴
泣
(
凶
子
分
析
に
お
け
る
凶
子
構
造
c

凶
了
分

析
に
つ
い
て
は
後
述
)
が
得
ら
れ
た
段
階
で
打

4
切
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
得
り
れ
た
二
一
間
を
全
国
法
巨
誠
嗣
有

(
M

M
参
同
)
の
中
に
組
み
入
れ
た

切
一
在
お
、

f
ン
ド
不
ン
ア
凶
に
訳
さ
れ
た
設
問
項
目
の
一
つ
に
不

適
切
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
本
研
究
ノ

l
ト
で
は
ぞ
の
一
間
を

分
析
対
象
か
ら
外
し
た

勾
一
設
問
項
け
の
f

え
章
は
、
表

2
に
掲
附
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で

あ
る
υ

(
一
)
分
析前

晶
一
一
間
に
対
す
る
回
答
の
#
後
に
あ
る
抽
象
的
な
柄
泣
を

把
揮
す
る
た
め
に
、
凶
子
分
析
(
相
互
に
相
関
の
あ
る
多
数
の
変

数
を
少
数
の
変
数
に
締
約
す
る
統
計
学
的
ん
は
の
一
つ
)
を
実
行

た

(奇
分れそ j且 凶
相 Lf の 1) 因子|吋
l羽よ軸で了解布
行 い (あ判が{白
書Ij 肉る の 姐 の
もプチ 。回日切 li員
表口)な*'''でと

-cr ζ おをあそ
3 ツの、行るの
にク結成 u と減
示スびうJ た半IJ 少
し凹っと結附の
た恥、 き し 果 さ 仕

はので 、 れ •• -_ )J 
斜 iDl掲ノくた
交さ，'1'，タ -1<
囚 をさ
h 示 れン 1 
で して行 参
あど い亨IJ 回
る しミるは 」

の る数表 か
でと値 l ら

考は 2
成え、の

前に ( 
ー思表四
阿 わ を )
チオL二見凶

る“る子
との

解
閃 釈
ナ
;0 
己

tJ 
卜
ぴ〉
ょ
っ

y， 
Jコ
け
る
」

と
が
丸、

き
る
よ

っ

権
利
の
崇
高
性
凶
子

惇
利
の
自
己
利
益
的
で
併
定
的
な
側
而
(
た
だ
し
、
日
「
恵

ま
れ
な
い
人
」
の
伏
置
づ
け
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
て
、

第
一
同
L
J

権
利
よ
り
も
対
人
関
係
主
侃
と
い
う
凶
子
。
権
利
と
い
う
悦

白
か
ら
見
る
と
共
同
体
関
係
、
対
人
関
係
と
い
う
、
権
利
の
と
っ

て
の
外
乱
的
な
肉
L
J
で
あ
る
、

第
一
閃
，
ナ

北法S8(3.2i:J) 1341 



叶冗ノ ト

表 1 説明された分散の合計

成 分
初期の|司有値

台 うr}~::Z O)% 累積%
l 2.:ね2 19.2 19.2 
2 1.7G'1 11.7 33.9 

3 1.109 9.2 4:1.1 

4 936 7.8 50.9 
目 921 7.7 58.6 
6 821 6.8 65.4 
7 789 6.6 72.0 
自 75:-] 6.2 78. :~ 
日 706 5.9 81.1 

111 672 5.0 お9.8
11 621 5.2 91.9 
12 608 日11 1110.0 

凶f!111出法 土IJ)ょう子う子析

表-2 パヲーン行列

Tx 分

I 2 3 
(21)権利の主張は正義にかなったことだ .623 085 166 
(19)選挙柱は松平1Iの中でもひじように玉主要なものだ 59~] 211 189 
(23)つ思笠1信条の白白が政府の政策によって伝されそ

564 山)3 184 
になったら、片分も抗議fJ勤に参加ずる

(18) 私は自分の権利は白うfで守る 529 135 157 
(15)権利をh1史することは 11分のためだけではな

528 124 165 
〈、後に続く他人のためにもなる

¥ 12) 尚 171を買って不良品だと思ったら、 U分なら
.47;:) 021 007 

要犬ってい Fに消費者の権利をよ張する
(20)と権利を主張寸る人とはずうずうしい人というの

243 676 024 l司じ6昧だ
(17)財産のある人は権利Jに敏感だろう 292 617 089 
(13) 忠まれない人びとにこそたくきんの権利がワえ 26:-] 596 021 

られるべきだ
(22)私は権利ということばをよく理解できない 396 518 133 
(11)権利を土仮L亡、まわりの人とギスギスするべ

082 101 825 
きではない

(14) 大事なのは権利より仲]".[<話し合うニルだ 113 105 718 

除1(1111出f士 土liX:分う子本庁
凶転法 Kaiserの正規化を伴うブロマックス法

l
-

羽
少
一

行
「

関
一

相

r
u

7

 

7
1
 

成
一3

一成

表
「

I 2 3 
1.000 

2 -.002 
3 .099  

凶f摘出法 主成甘分析
回転法 Kaiserのl正規化を伴うプロマックス法

削12

1.000 
232 

9

2

0

 

9

3

0

 

0

2

0

 

1
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主工

調
査
に
つ
い
て

(
二
)
|
|
イ
ン
ド
、
不
シ
ア

{法ぴ〉クレオ ル〉と主体的法形成の柿究へのアプロ ヂ(， ) 

(
ニ
調
存
の
粁
は
押

イ
ン
ド
、
不
シ
ア
で
の
調
官
は
ア
ズ
ハ

1
ル
に
委
託
し
た
。
サ
ン
プ
ル
数

は
み
川
ワ
一
、
サ
ン
プ
ル
は
使
{
門
的
な
サ
ン
プ
ル
に
よ
ら
さ
る
を
符
ず
、

2
7
三
E
長
門
戸
ζ

存
住
の
大
学
牛
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
の
家
庭
的
な
パ
ッ

ク
ゲ
ラ
ウ
、
〆
ト
は
多
悌
で
あ
る
n

ー
述
の
匝
同
哀
を
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
刊
に

試
し
て
刷
い
た
c

た
だ
し
、
比
較
文
化
研
究
で
刺
激
の
等
価
件
を
担
保
す

る
た
め
に
必
民
と
さ
れ
る

Z
岳
「

E
E
r
E
E
の
「
続
き
は
取
ら
れ
て
い

な
い
の
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
訟
が
明
ら
か
に
不
適
切
な
も
の
一
間
を

幻

分
析
か
ら
は
落
と
し
た
。
実
査
は
一

C
C
ハ
年
九
川
で
あ
る
。

(
一
)
分
析

T
順

f仁

イ
ン
ド
不
ン
ア
デ

l
タ
に
つ
い
て
、
日
本
デ
ー
タ
と
同
じ
方
法

で
凶

r分
析
を
実
行
し
た
。

同
ム
竹
他
の
値
と
そ
の
減
少
の
仕
お
か
ら
、
阿
閃
斗
J

m
川
が
適
切
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
c

そ
の
後
、
円
心
不
の
デ
ー
タ
と
同
じ
く
、
プ
ロ
マ
ッ
ク
ス
同
転
を

行
っ
た
。
な
お
、
囚
有
情
、
パ
タ
ー
ン
行
列
、
成
分
相
関
行
列
(
凶

L
J

聞
の
桐
関
を
不
す
)
に
ワ
い
て
は
、
去

4
、

5
、

6
に
一
ボ
し

て
あ
る

υ

(
一
)
結
果
と
解
釈

そ
れ
ぞ
れ
の
凶
子
は
一
応
以
下
の
よ
う
に
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
c

第
一
同
f
丁

権
利
の
崇
高
性

格
利
の
院
か
さ

惇
利
張
の
積
極
性

権
利
、
l
張
の
否
定
的
な
阿

第
一
閃
，
ナ

第
一
閃
f
丁

第
四
阿
千ノ、

干支

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
デ

I
タ
は
、
大
Y
了
生
と
い
う
使
一
円
的
な
サ
ン
プ
ル
で
あ

り
、
直
ち
に
日
本
デ

l
タ
と
比
較
す
る
こ
と
は
危
険
を
件
、
つ
が
、
そ
の
↑
門

を
留
保
し
た
で
、
両
↓
ア

1
タ
を
比
較
し
て
み
る
と
以
卜
の
占
4

が
際
だ
っ

て
い
る
、
日
本
デ

l
タ
と
の
大
き
な
相
違
は
、
日
本
の
デ

l
タ
で
は
、
刊

(
大
事
な
の
は
権
利
よ
り
な
か
よ
く
話
し
ん
円
、
つ
こ
と
だ
)
が
、
日
(
権
利

を
ヱ
娠
し
て
ま
わ
り
の
人
と
ギ
ス
ギ
ス
す
べ
き
で
は
な
い
)
と
と
も
に
、

一
つ
の
凶
子
を
構
成
し
、
権
利
の
行
使
と
は
独
す
の
、
人
間
関
係
配
噴
の

凶
子
と
解
釈
さ
れ
た
c

こ
れ
に
対
し
、
イ
ン

1
不
ン
ア
の
↑
ア

l
タ
で
は
、

北法58(3. 2i7) 1343 



叶冗ノ ト

表 4 説明された分散の合計

成 分
初期の|司有値

台
i 

2 
3 
4 
目

6 
7 
自

日

111 
11 
12 

凶n内出/t 主h'i.甘旬、祈

表-5 1~ 7- ーン行列

うr}~::Z O)%
2.682 
1. 7，13 
1.577 
1.302 
976 
947 
79iJ 
611 
182 
423 
281 
177 

(19) ~~半椿:í権利引いドでもひじ よ うに重:&:なものだ

(2JIな思想た伝来の同も州抗が議政行肘動のに政参能加によっ C侵きれそうに
つら、自分 する

(18)私は11分の権利は11分で'jる

1J5j続権く利他を行慢することは自分のためだけではなく、後に
人のためにもなる

112) 同財l を買泊ってきて不r~三UFlだと Eったら、向分な h黙ッ
ていずに 費者。〕権利を ~ftする

it:)i忠さ まれない人びとにこそたくさんの権利がワえられる
べ だ

(14)太事なのは権利よりも仲良く話L合うここだ
(221私は権利ということばをよく珂解できなL、
(1'7)財産のある人:j:権利に敏感だろう
ロ1)桂希I1のlAtは正義にかなったことだ

1111な栴利を羊張して、まわりの人とギスギス宇るべきでは
し冶

1，20j意味権利だをが恒する人とはずつずうしい人というのと同じ

因子抽山法 主成分分布l

同転法 Kaiselのlト規化を伴うプロマ yクス法

表 6 成分相関行列

目 凶句 2

1 1.0001 .239 
2 .239 1 印J()
3 .179 1 仏月8
4-.0 0 8 1  .030 

凶チ銅山法 主成分分析
回転法 Kaiserのl正規化を伴うプロマックス法

累積%

22.4 22.4 
11.3 36.9 
1:) .1 日1.0
10.9 60.9 
8.1 69.1J 

7.9 76.9 
6.6 83.5 
日I 長8.6
1.1J 92.7 

96.1 
2.3 98.5 
1.3 1IJ1J .IJ 

成 分、

i t】〉 1 4 
910 制2 別6 189 

768 22E 的4 。16
616 。12行 363 日118

613 211 032 076 

134 759 102 139 

185 654 260 274 

.2;')1 540 238 335 
04:-) 466 :~99 :~9:-) 

039 同4 剖2 118 
lIJ自 248 .7JO 120 

213 081 .131 '770 

072 158 .113 753 

1 4 
179 008 
058 031J 

1.000 093 
093 1.000 

ltiJと58(3・278)1344
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そ
の
よ
う
な
人
刷
関
係
配
慮
の
凶

f
判
は
抽
山
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
日

(
ト
人
事
な
の
は
梓
利
よ
り
な
か
よ
く
話
し
ん
り
つ
こ
と
だ
)
は
第
一
凶
了
に

含
ま
れ
、
日
(
山
む
ま
れ
な
い
人
々
に
こ
そ
た
く
さ
ん
の
権
利
が
与
え
ら
れ

る
べ
き
だ
守
口
(
商
品
を
山
口
っ
て
小
良
品
だ
と
思
っ
た
ら
、
山
分
な
ら
眠
、
っ

て
い
ず
、
消
費
告
の
権
利
を
宇
張
す
る
)
と
同
じ
凶
子
を
構
成
し
て
い
る

の
で
あ
る
ハ
な
お
、
第
一
同
L
J
に
、
泣
(
私
は
権
利
と
い
う
一
百
棄
を
よ
く

埋
併
で
き
な
い
)
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
因
子
負
荷
量
は
小
さ
く
、
第
一

因
子
、
第
阿
肉
L
J
に
対
し
て
も
そ
れ
な
り
の
員
荷
門
単
を
持
っ
て
お
り
、
一

因
子
に
ま
た
が
る
質
問
項
円
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
主
慮
し
な
く
て
よ

い
だ
ろ
う
n

そ
う
す
れ
ば
、
約
閃
，
ナ
で
亘
以
な
こ
と
は
、
権
利
行
他
と
、

弱
計
へ
の
配
膚
と
、
人
間
関
係
の
配
慮
〔
J
出
し
合
い
)
が
統
合
さ
れ
て
一

一
つ
の
同
L
J
と
し
て
州
山
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

不
完
全
在
、
し
か
も
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
に
つ
い
と
は
信
頼
引
に
問
題
の
あ

る
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
本
州
究
ノ

l

T
で
は
以
ド
ー
の
よ
う
な
あ
り
、
つ
る

仮
説
を
一
不
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

円
本
に
お
い
て
は
、
学
者
(
川
島
氏
宜
が
そ
の
代
表
で
あ
る
)
は
、
人

間
関
係
重
視
と
か
H
ハ
同
体
重
視
を
権
利
概
念
と
は
異
質
な
、
そ
の
対
す
原

埋
ト
と
し
て
抗
え
て
き
た
じ
こ
こ
で
の
デ
タ
は
、
一
般
の
け
本
人
も
同
じ

よ
う
に
促
え
て
い
る
、
す
な
わ
ち
(
権
利
十
張
を
自
定
的
に
と
ら
え
る
か
、

百
定
的
に
と
ら
え
る
か
は
と
も
か
く
て
権
利
と
人
間
関
係
平
視
は
異
甑

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
不
し
て
い
る
υ

そ
れ
は
、
権
利
と
い
う
芹
柴
が
、

明
治
則
に
門
ら
れ
た
法
伴
卜
の
造
山
で
あ
り
、
日
常
川
界
の
認
加
と
は
速

い
と
こ
ろ
に
あ
る
一
百
葉
で
あ
る
こ
と
の
以
映
で
あ
ろ
う
コ

こ
れ
に
対

L
、
イ
シ
ド
、
不
ン
ア
で
は
、
栴
利
の
羊
張
、
弱
守
へ
の
配
慮
、

人
間
関
係
の
配
慮
が
矛
盾
な
く
統
介
さ
れ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
c

そ
れ
は

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
次
の
よ
う

な
解
釈
が
も
っ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
υ

「
E
?
と
い
う
一
口
禁
は
、
歴
史
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
起
源
の
百
葉
で
あ

る
が
、
一
一
、
二
二
世
紀
以
降
の
イ
ス
ラ
ム
教
の
流
入
と
と
も
に
入
っ
て

き
た
一
凶
素
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
口
市
用
品
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
出
く
巾
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
っ
た

n

そ
し

て、

包
巳
の
も
と
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
オ
葉
で
あ
る
。
自
問
票
で
は

権
利
主
主
主
の
一
般
的
在
件
質
、
権
利
の
さ
ま
き
ま
な
側
同
に
つ
い
て

尋
ね
て
い
る
が
、
邑
己
上
、

zwと
し
て
重
要
な
も
の
は
土
地
の
処
分

権
で
あ
る

l
地
と
し
て
重
叫
な
の
は
、
村
誌
の
刺
刊
地
で
あ
り
、
そ
れ

は
、
近
代
一
川
有
権
法
に
あ
る
よ
う
な
完
全
で
抽
象
的
な
惇
利
で
は
な
く
、

耕
作
権
、
利
用
権
的
な
も
の
で
、
村
治
H
八
同
体
的
共
同
性
の
も
と
で
の
権

利
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は
、
三
戸
「
卜
の
(
土
地
の
)
権
利
を

保
守
認
す
る
こ
と
は
、
ー
地
の
私
的
売
買
を
制
限
す
る
な
ど
耕
刊
地
が
保
証

さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
村
落
共
同
体
の
共
同
件
と
結
び
ワ
い
て
い
る
す

北法S8(3.2iD)134S
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zkが
共
同
引
と
か
共
同
体
と
親
和

的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
と
歴
史
に
よ
る
の
で
あ
る

h

だ
と
す
れ
ば
、
「

E
ど
と
い
う
言
葉
が
、
「
仲
良
く
γ川
し
合
、
っ
」
と
か
「
弱

者
配
慮
」
と
結
び
つ
く
こ
と
は
慌
し
も
に
い
止
り
な
い
の

Z
F
は
、
そ
の

よ
う
な
人
間
関
係
、
共
同
体
と
と
も
に
あ
一
っ
た
一
単
へ
な
の
だ
か
ら
、
そ
の

意
味
づ
け
も
日
本
と
は
ト
八
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

な
わ

ι、

f
ン
ド
ネ
ン
ア
で
は
、

七

終
わ
り
に

最
後
に
、
本
州
究
ノ

1
ト
の
足
立
と
ム
J

後
の
ぷ
山
胞
に
つ
い
て
述
、
へ
て
お

こ、っ。円
本
と
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
に
お
い
て
、
「
権
利
」
あ
る
い
は
「

E
r」
と

い
う
一
凶
葉
に
と
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
日
え
ら
れ
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち

ど
の
よ
う
な
外
界
川
界
の
認
知
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
が
あ
る
税
皮
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

青
葉
、
概
念
が
認
知
の
道
具
で
あ
り
、
認
知
と
涼
く
結
び
つ
い
て
い
る
、

と
い
う
、
認
知
言
語
学
の
般
的
な
前
提
と
も
整
九
円
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
以
「
の
よ
う
な
間
保
す
べ
き
点
が
あ
る

η

イ
〆
ド
ネ
ン
ア
が

学
生
デ

I
タ
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
の
一
ア

I
タ
も
大
学
卒
、
三

O
歳
以
卜

と
い
う
ザ
プ
セ

y
T
で
同
じ
分
析
を
試
み
た
肉
L
J
構
造
は
若

T
異
な
っ

て
い
る
(
結
果
の
衣
省
略
」
。
解
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
サ
ブ
セ
ッ
ト
は
、

イ
ン
ド
ネ
一
ン
ア
デ

l
タ
に
若
|
近
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
〕
も
し
近
く
な
ワ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
主
体
を
軌
叫
ん
ロ
的
に
解
釈
す
れ
ば
、

新
い
人
で
学
卒
留
に
と
っ
て
は
、
権
利
(
主
張
)
が
よ
い
り

H
片
山
世
界
に
入

り
込
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
点
は
、
本
デ
l

タ
疋
け
か
ら
で
は
わ
か
ら
な
い

な
お
、
本
研
究
ノ

1
ト
は
、
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
ニ
U
っ
と
、
同
欧
諸

凶
の
デ
l
タ
が
な
い
こ
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
ろ
、
っ
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、

zrは
、
真
実
、
半
し
さ
と
い
う
H
E

昧
を
併
せ
持
つ
二
日
柴
で
あ
り
、

そ
の
点
で
、
ヨ

l
口

y
パ
間
系
の
一
つ
棋
と
共
通
す
る
υ

従
っ
て
、
そ
の
点

か
ら
も
、
問
欧
諮
問
的
デ
タ
を
収
集
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
き
れ
る

で
あ
ろ
う
今
後
の
州
市
九
ぷ
也
と
し
た
い
。

*
謝
辞
本
研
究
ノ
ー
ト
作
成
に
当
た
っ
て
は
む
古
聞
大
，
ヂ
大
り
ヂ
院
同
際

開
花
研
究
科
島
田
弦
准
救
授
、
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
ザ
ラ

1
ム
大
学
終
止
が

済
公
共
政
後
日
7
部
ア
ス
ハ

l
ル
公
共
政
策
行
政
学
科
長
に
多
卜
人
な
ご
協
か

を
得
た
c

同
出
市
教
授
か
ら
は
、
二

o
n一
七
年
三
け
一
六
川
に
北
海
道
大
学
で
行

わ
れ
た
川
准
教
伐
の
沼
山
市
口
「
イ
ン
ド
、
不
ン
ア
に
お
け
る

『
ア
ダ
ッ
ト
法
』

概
念
的
形
成
と
オ
ラ
ン
ダ
法
り
ヂ
」
と
ぞ
れ
に
引
き
続
く
討
論
に
お
い
て
声
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按
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
後
別
的
機
会
仁
、
本
提
向
原

稿
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
多
〈
の
ご
指
摘
、
ご一
ボ
峻
を
日
開
い
た
。

ま
士、

ア
ズ
ハ

l
ル
学
科
長
は
、
イ
/
ド
ネ
シ
ア
で
の
尉
民
間
百
一F調

企

(
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
部
へ
の
緑
況
を
合
む
)
を
実
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
他
、
イ
シ
ド
ネ
ン

ア
法
に
つ
い
て
の
筆
者
の
様
々
な
問
い
合
わ
せ
に
刈
し
、
丁
市
な
ご
凶
答

を
い
た
だ
い
た
。

尚
出
t
m
教
授
、
ア
ズ
ハ
!
ル
学
科
日
以
に
様
く
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、

本
研
先
ノ

l
ト
に
あ
り
得
べ
き
誤
り
は
、
す
べ
て
筆
#
の
み
に
帰
属
す
る
。

注
(
l
)
大

痢

(

一
0
0
一
一
一
一
凶
四
)
は
、
ク
レ
オ

I
ル
の
発
生
が
、

三円語
ケ
l
ム
の
実
行
が
由
度
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
複
雑
性

を
獲
得
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
の
川
能
性
を
述
べ
て
い
る
。

(
2
)
こ
の
研
究
ノ
l
ト
で
は
、
言
語
闘
と
し
て
は
、

言
語
は
外
界
世

界
の
意
味
づ
け
の
記
号
休
系
で
あ
り
、
人
間
の
認
知
機
構
一
般
と

深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
前
従
と
す
る
認
知
言
語
学
の
す
坊

に
近
い
と
言
え
よ
う
c

認
知
it--間帯
w
干の一
μ
ぷ
学
の
な
か
で
の
成
り

'
V
ち
と
位
同
づ
け
に
つ

い
て
は
、
辻

(二

0
0こ
一
同
l
一
川
)

に
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)
冒
凶
学
と
し
て
の
ピ
ジ
ン
、
ク
レ
オ
ー
ル
詣
に
つ

い
て
は
、
ト

ッ

ド

(

九

八

λ
)
が

F
際
の
よ
い
入
門
舎
で
あ
る
a

な
お
、

そ
こ

で
は
、
し
ば
し
ば
牛
成
文
法
論
に
起
説
を
持

つ、

つ
い
て
の
牛
得
的
能
刈
に
一
日
及
一
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
こ
こ
で
は
法
ぜ
識
を
社
会
心
理
，
干
の
用
品
で
つ
う
、

法
と
法
制

度
に
対
す
る
態
度
の
こ
と
で
あ
る
と
即
解
し
て
い
る
。
川
山
阿
武

門

的
法
意
識
論
も
そ
の
よ
う
な
理
解
に
・止
っ
て
い
た
(
松
村
、

九

九
六

.

同

じ
)。

(
5
)
言
葉
に
草
昧
を
守
え
る
行
為
(
そ
れ
は
慨
念
と
訟
知
が
密
接
に

結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
)
を
重
視
す
る
カ
場
は
、
私

が
最
初
に
述
べ
た
、
言
語
に
つ
い
て
認
知
一
般
と
結
び
つ
け
て
理

解
す
る
止
場

(認
知
言
語
干
の
立
場
)
と
も
盤
什
的
で
あ
る
の
そ

れ
は
ま
た
、
行
柴
が
単
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

l
ン
ヨ

ノ
の
道
具
で
あ
る

(「己
葉
は
意
味
を
入
れ
る
脊
縦
で
あ
り
、
話
し

rは
容
器
の
中

に
定
味
を
入
れ
て
聞
き
手
に
送
り
、
聞
き

T
は
容
掠
を
空
け
ど
意

味
を
取
り
出
す
」

と
い
う
比
恥
で
表
さ
れ
る
立
場
=
認
知
百
語
学

で
は
、
こ
れ
を
導
管
の
メ
タ
フ
ァ
!
と
呼
ん
で
否
定
す
る
一U
な
お
、

専
管
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
は
、
認
知
百
語
，
了
の
入
門
宵
で
触

れ
ら
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
肝
村
、
二
0
0
こ

.
阿
一

川

参
照
}
と
い
う
?
斗
一
端
を
超
え
て
、
j

一
計
量
の
意
味
と
外
界
世
界
の
概

念
化
を
所
接
に
結
び
つ
け
て
理
解
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
ご

(
自
)
以
卜
の
叙
述
は
、
基
本
的
に
は
野
田

(

九
七
九

!

三

O
)

を
参
高

d

に
し
、
部
分
的
に
は
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
中
間

(一

九
四
こ
)
、
棺
積

(
九
州
ニ
(
な
お
、
本
研
究
/
1
ト
で
は、

第
一
版
で
あ
る
一
九
凶
七
を
診
閉
山
し
て
い
る
)
を
多
考
に
し
た
。

人
聞
の

百
訴
に

北法S8(:~ ・ 28ょ)ょ:~47
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(
7
)
な
お
、
町

U
(
九
七
九
.
三
つ
)
が
芹
及
す
る
中

U
(
九

凶
一
一
一
一
六
一
一
一
六
回
)
も
参
照
c

中
凶
二
九
四
三
)

の
当
該
部
分
は
、
「
法
制
史
漫
筆
」
中
町
、
一
九
権
利
と
泌

す
る
部
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
桂
利
と
百
う
言
葉
白
休
は
、

中
凶
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
一
六
刊
主
で
あ
る
こ
と
、
削
述
の

E

万
同
公

法
'
を
漢
訳
し
た
際
に
、
ラ
イ
ト
、
ド
ロ
ア
の
意
味
で
、
権
利
が

刷
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
西
洋
の
法
学
を
日
本
に
輸
入
し
た
津
田

真
一
郎
が
、
じ
μ
国
公
法
に
な
ら
っ
て
「
権
利
」
と
い
う
芹
柴
を
肘

い
て
い
る
こ
と
(
『主
西
阿
法
論
』

八
ハ
八
午
)
が
述
べ
り
れ

て
い
る
ο

(
υ
0
)

中
凶
二
九
四
三
一
一
六
一
一
六
阿
)
は
、
明
治
の
初

刊
に
は
、
権
利
の
代
わ
り
に
椿
町
内
の
語
を
崩
い
た
法
令
や
法
律
書

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
権
利
と
惇
理
を
、
イ
エ

I

リ
ン
グ
の
利
，
盆
説
と
カ
ン
ト
、
へ

l
ゲ
ル
の
H

品
切
り
叫
に
結
び
つ
け

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
U
は
明
時
に
否
定
し
て
い
る
。

(
9
)
な
お
、
権
利
と
い
う
百
禁
の
よ
り
深
い
イ
ン
ブ
リ
ケ

l
シ
ヨ
ン

に
つ
い
て
は
、
野
出
(
一
九
七
一
一
一
二
一
口
)
で
、
野
出
自

身
が
述
べ
て
い
る
。

(
日
)
研
究
の
実
行
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
松
村

j

円
身
の
先
行

制
究
と
し
て
、
「
権
利
」
と
い
う
言
葉
の
日
本
人
の
観
念
に
つ
い
て
、

一
般
成
人
サ
ン
プ
ル
を
対
象
と
す
る
質
問
崇
調
査
を
わ
っ
て
い
る

こ
と
(
丈
部
科
学
者
科
学
研
究
費
特
定
領
域
向
究

(E)
「
法
化

社
会
に
お
け
る
紛
争
処
珂
と
民
事
司
法
」
領
域
代
表
村
山
虞
維
附

治
大
Y
了
救
綬
、
の
部
と
し
て
行
わ
れ
た

A
G

班
「
刻
代
日
本

人
の
法
主
識
」
の
研
究
)
と
、
イ
ン
ド
小
ン
ア
を
川
同
と
す
る
ア

ス
ハ

1
ル
に
質
問
票
制
存
を
依
頼
す
る
こ
と
が
川
能
で
あ
っ
た
こ

と
が
あ
る
{

(
日
)
イ
ン
ド
、
ネ
ン
ア
の
法
制
度
の
概
慨
に
つ
い
て
は
、
島
田
(
二

0

0
問、

0
0
4川
)
、
安
出
(
一
つ
の
ひ
)
参
照
、

(
ロ
)
本
研
究
ノ
ー
ー
で
は
、
別
存
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
領
域
の
、
独

斗
以
，
削
の
呼
称
も
使
抗
的
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
呼
ぶ
υ

(
日
)
イ
ン
ド
、
不
一
ン
ア
訴
は
マ
レ

l
需
の
一
方
言
が
も
と
と
な
り
、
独

止
一
校
の
イ
ン
ド
、
不
ン
ア
で
公
刷
詩
と
さ
れ
た
一
百
山
で
あ
る
。
ン
ャ

ワ
詩
は
ジ
M

ワ
尚
の
多
く
の
地
域
で
同
い
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
不

ン
ア
で
も
ツ
と
も
有
心
な
一
六
詣
で
あ
り
、
マ
レ

1
語
と
は
非
常
に

関
係
が
深
い
、
小
林
二
九
九
三
)
の
小
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
中

に
あ
る
ジ
ャ
ワ
語
と
と
も
に
、
イ
シ
ド
ネ
シ
ア
品
に
も
汗
及
が
な

さ
れ
て
い
る
。

(
比
)
な
お
、

E
E自
は
も
と
も
と
、
組
則
、
慣
百
、
決
定
、
与
慮
、

規
範
、
手
続
、
出
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

(
日
)
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
h

刊の

z
tヨ
E
E
(ア
タ
y
ト
法
)
と
い
う

百
禁
は
、
ォ
↑
ブ
〆
ダ
語

E
D
R
2
E
か
ら
の
訳
凶
で
あ
り
、
オ
ラ

ン
ダ
人
が
イ
ン
ド
不
ン
ア
の
慣
習
を
そ
の
よ
う
に
構
成
し
た
の
で

あ
るイ

シ
下
ネ
ン
ア
法
理
論
に
つ
い
て
、
本
山
川
究
ノ

1
ト
と
の
関
連

で
着
目
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
権
利
の
制
約
原
理
と
し
て
の
統
合

ItiJと58(3・282)1348



{法ぴ〉クレオ ル〉と主体的法形成の柿究へのアプロ ヂ(， ) 

理
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
阿
〕
京
と
仙
人
は
対

v一
す
る
も
の
で
は
な

く
、
共
同
体
と
何
人
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
す
場

で
あ
ー
り
、
権
利
を
制
約
す
る
原
用
と
し
て
法
学
界
で
刑
い
ら
れ
る
ο

も
し
か
し
た
ら

Ffr
が
ま
さ
に
主
主
法
と
結
び
つ
い
て
、
共

H
体
の
基
縫
と
し
て
保
在
し
て
い
る
か
ら
ゆ
え
に
)
、

E
r
と
共

川
体
感
情
の
閑
係
が
い
い
本
の
場
合
と
は
違
っ
た
形
で
現
れ
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
あ
る
ご

(
日
目
)
方
法
は
よ
成
分
分
析
に
よ
る
υ

宇
成
分
分
析
と
凶
子
分
析
は
全

く
異
な
る
方
法
で
あ
る
と
い
う
立
場
も
あ
り
う
る
が
、
↓
平
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